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心の申に甲和のをグで
2 0 2 3年 6・ 29

岡山市民平和祭
2323埠州尉S巳冊付38冊圏

■0時 ～■8時

田山Rエ キチ塊は地
(Rと イオ・7-0途 中)

1945年 (昭和20)6月 29

日岡山空襲写真展
岡山空襲写真 焼 夷弾(レプリカ)
岡山空襲のDVD上映
西)il哀歌ミニコンサー ト
(25/28/29/30)
備前焼の手りゅう弾 ・他 (備前市民俗
資料館所収)
【特別展】フォ トジャーナリス ト忘葉

玲さんのウクライナからの写真37点
主催 :平和推進岡山市民協議会
後援 :岡山市 ・岡山市教育委員会

Ｇ

７
広
島

サ

ミ

ツ
ト

で
各

国

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

核

の
実

相

を

ど

う

受

け

止

め
、

今

後

に

発

信

し

て

い
く

か

注

目
さ

れ

た
。

ロ
シ

ア

の
核

の
脅

し

に
直

面
す

る
ウ

ク

ラ

イ
ナ

。
ゼ

レ

ン

ス
キ
ー
大

統

領

の
登

場

で
現

実

的

で

も

あ

つ
た
。

と

こ
ろ
が

「
核

な

き

世

界
」

へ

の
道

筋

ど

こ
ろ
か
、

米

国

バ

イ
デ

ン
大

統

領

は

「
核

の
ボ

タ

ン
」

を

持

ち

込

み
、

「
核

兵

器
禁

止

条

約

へ

の
言

及
が

な

＜
、

抑

止

力
と

し

て
核

保

有

を

正
当

化

し
、

さ

ら

に

は

武

器

供
与

な

ど

戦
争

拡

大

へ

の
会

議
」

と

な

つ
た
。

こ
れ

で
、

岸

日
首

相

の
地

元

・
広

島

の
ｂ

に

沿

う

こ
と

に
な

る

の

か
。

「
平

和
憲

法

を

持

つ
日
本

の
役

割

は
、

国
際

紛

争

を

戦

争

で
解

決

し
な

い
立

場

で

の
停

戦

調
停

で
あ

つ
て
、

一
カ

の
戦

争

当

事

者

に
な

る

こ
と

で
は

な

い
」
。

岸

日
政

権
が

す
す

め

る
憲

法

９
条

改

憲

の
論

議

に

つ

い

て
５

月

１
０

日
、

岡

山

市

内

で
憲

法

施

行

７

６
周

年

岡

山

県
集

会
が

開

か
れ
、

「
憲

法
雷

査

会

の
動

向

と

改

憲

危

機

に

つ
い

て
」

と

題

し

て
講

演

し
た
。

岡
山
県
平
和

・
人
権

・
環
境

労
組
会
議

の
鳥
越
範
博
議
長
が

主
催
者
挨
拶
、

名
古
屋
学
院
大

学

・
飯
島
滋
明
教
授
が
講
演
。

飯
島
教
授
は
、

憲
法
が
最
高

法
規
で
あ
り
、

改
憲
手
続
き
が

一
般
法
よ
り
厳
し
い
仕
組
み
の

意
味
に
つ
い
て
の
べ
、

憲
法
香

査
会
で
の
論
点
、

経
過
状
況
を

紹
介
。

緊
急
時
の
議
員
任
期
延

長
は

「
権
力
者
に
都
合
が
悪
い

と
選
挙
を
や
ら
な
い
こ
と
に
通

じ
、

国
民
主
権
か
ら
問
題
」

と

の
説
明
は
わ
か
り
や
す
い
。

と

く
に
緊
急

事
態
条
項

で
は
、

時

の
為
政
者

へ
の
権
力
集
中
が

独

裁
者
を
生
ん
だ

歴
史
的
経

験

か

ら
も
危
険
性

を
強
調
。

こ
れ

を

悪

用
し
た

ワ
イ

マ
ー

ル
憲

法

崩

壊

へ
の
道

は
、

麻
生
太
郎

氏

の

「
ナ

テ
ス

の
手

□
に
学

べ
」

発
言
を
想
起
す

る
。

災
書

時

の

権

力
集
中

よ
り
、

　
一
番
状

況
を

よ
く
知

る
現
場

に
権

限
を

下
ろ

す

の
が

常
道
と
す

る
ど

く
指
摘
ｎ

本
命

の
９
条
改
憲

で
は
自
衛

隊

の
明
記
以
外

に
も
、

７
２
条

「
総
理
大

臣

の
職
務
」

７
３
条

「
内
閣

の
職
務
」

自
衛
隊

を
加

え

る

こ
と

で
も

「
違
憲
」

と

言

え
な
く
な

り

「
徴
兵
」

に

つ
な

が

る
と
指
摘
。

９
条

に
自

衛
隊

を
書

く

こ
と

で
矛
盾
す
る

「
戦

力
は
保
持

し
な

い
…
」

を

削
除

す

る
と
、

世
界

の
ど

こ
ま

で
も

戦
争

に

で
か
け

る

こ
と

に
通

じ

る
、

と
多

面
か

ら
言
及

し
た
。

さ

ら
に
、

国

民
投

票
に

つ
い

て
も
時

々

の
権

力
者

に
悪

用
さ

れ

「
国
民
投

票

で
勝

て
る
と

思

っ
た
と
き
行
わ
れ

る

可
能
性
が

高

い
。

そ

う
さ
せ
な

い
た
め

に

小
さ
な
学

習
会

な
ど

で
、

み
ん

な

で
話

し
合

い

「
ｂ

の
中

に

平

和

の
と

り

で
」

（
ユ
ネ

ス

コ
憲

章
）

を
築

こ
う
と

呼
び

か

け
た

と
ム
チ
打
っ
た
り
、

な
り
ふ
り
構

わ
ぬ
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
発
行
だ
が
、

重
大
ミ
ス
が
相
次
ぐ
▼
為
政
者
は
、

管
理
や
注
意

の
徹
底

・
再
発
防
止

を
い
う
が
何
人
が
安
ｂ
す
る
だ
ろ

う
か
。

コ
ン
ビ

ニ
で
住
民
票
が
と

れ
る
と
便
利
さ
を
う
た
う
が
、

他

人
の
住
民
票
が
出
て
き
た
。

健
康

保
険
証
と

一
体
化
で
も
他
人
の
デ

ー

タ
と
の
紐
づ
け
が
明
ら
か
と
な

り
、

不
安
が
現
実
に

▼
Ｔ
Ｖ
の
街

危
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は

「
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
憲
な
ど
、

デ
ー
タ
ー

の
取

り
違
い
で
す
ま
な
い
」

と
、

い
の

ち
に
関
わ
り
か
ね
な
い
不
安
も
出

さ
れ
て
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
す

す
み
便
利
の
掛
け
声

の

一
方
で
、

予
想
を
超
え
た
事
態
が
用
意
さ
れ

て
い
な
い
か

▼
夕
刻
の
人
通
り
の

多
い
銀
座

の
貴
金
属
店
に
強
盗
―

ガ
ラ
ス
張
り
店
舗
で
は
シ
ョ
ー
ケ

ー

ス
を
割
る
強
盗
団

の
様
子
を
通

行
人
が
ス
マ
ホ
で
中
継
す
る
。

ま

る
で
映
画
の
ワ
ン
シ
ー

ン
の
よ
う
。

実
行
犯
は
２
０
歳
以
下
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
繋
が
り
、

お
互
い
相
手
を
知
ら

な
い
と
い
う
。

い
ま
デ
ジ
タ
ル
社

会
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か

（
の

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読

者
会

６

月

‐３
日

（
第

２
火
）

１
７
臨

辰
巳

「
時
事

問
題
懇

話
会
」

一

６

月

３。
日

（
月
末
金
）

１
７
遺

※
コ
ロ
ナ
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

い
。す
れ
・お
辰
色
・■
新
・事
務
所
で

党県連合活動日話

5/1 美 作地区メーデー(宮田)    |
5/10憲 法施行76周年記念岡山県集会  |
5/14お かやま労安センター総会(武・野)|
5/2021部 落解放共闘        |

フィールドワーク・京都(宮日) |
5/24社 民党全国幹事長会議(武本)  |
5/27市 民と立憲野党の合同宣伝 マツキヨ

５
月
２
４
日
、

社
民
党
全
国

幹
事
長
会
議
が
東
京

（
参
院
議

員
会
館
）

で
開
か
れ
、

リ
ア
ル

３
３

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ー
４
が
参

加
。

冒
頭
、

福
島
党
首
が
あ
い

さ

つ
で
、

昨
年
か
ら
の
岸
日
首

相

の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
、

安

保
３
文
書
の
閣
議
決
定

の
み
で

「
戦
争
の
で
き
る
国
」

へ
と
進

む
姿
勢
を
厳
し
く
糾
弾
し
た
。

憲
法
改
悪
阻
止
へ
統

一
自
治
体

選
挙
で
勝
ち
得
た
成
果
を

つ
な

げ

「
が
ん
こ
に
平
和
　
く
ら
し

が

一
番
」

を

こ
れ
か

ら
も
追

及

し

て
い

こ
う
と
力

強
く
発
信
。

予
測
さ
れ

る
解
散
、

総

選
挙

に

沖

縄

２
区

・
新

垣
く
に
お

（
現
）

を

公
認

で
戦

う

こ
と
を

承

認
。

◇

◇

◇

野
党

共
闘
に

一
部

軋

み
が

伝
え
ら
れ

る

中
、

市

民
と

立
憲

野
党

の

共
闘
を
追
求

し
合

同
宣

伝

芦
レ

5/27合同宣伝 :宮 田代表

社民党サポーター募集中
年会費1000円 オンライン申し込み⇒
htpsi//sdporjp/sdp―supporter/

反
ク

ＯＯ拘
卜．鍮使廊

７
と
会
ビ

粥軽 好を進|1暑賓≧益熟島る誉望云
6//28(水 )18:00

党定例街宣
いすれもマツキヨ前

6/25～ 6/30
6。 29岡 山市民平禾□祭
岡山空襲写真展
エキチカ広場


